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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 
　皆様、こんにちは。吉川真由美です。今日は、まず、最近発行された日本語教育史と日本史に関する本お紹介をしたいと思います。日本語教育史の本は、ブラジルの日本語教育について初めて発行されたもので、とても貴重な情報が書いてあると思います。また、日本史の本のオリジナルは1985年のもので、日本語版ですが、今年、ポルトガル語に訳されたもので、絵がとてもきれいです。

森脇礼之、中田みちよ共著『ブラジルにおける日本語教育史

―その変遷と近年の動向』、鈴木マリア恵美子・高須文子訳、Unicamp、2008*
*ポルトガル語・日本語バイリンガル版

西村繁男『絵で見る日本の歴史』、鈴木マリア恵美子・Gustavo 
Henrique Gomes de Almeida・Marcelo Yuji Cunita訳、Unicamp、2008
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　私は走る…のが？ことが？好きです。こんな…こと？もの？があったの。

　学習者に「の、こと、もの」に関して聞かれたことがありますか。実は、私も聞かれたことがあるんですが、私自身も、何度も質問したことがあります。いまだに、どちらを使用したらいいのかを考えることがあります。この問題について、何冊かの参考書を読んでみたのですが、どちらを使ってもいいケースもいくつかあるということが分かりました。もちろん、「の、もの、こと」を入れ替えることのできないケースもあります。

　それでは、例文を見ながらこの３つの形式名詞の使い方について考察してみましょう。

1. どんなことがありましたか。

2. どんなものがありましたか。

3. どんなのがありましたか。

上記の3つの例文を見ると、例1の文に対しては、ある出来事、または、事件が答えとなるでしょう。例えば、祭り、パーティ、ショーなどが考えられます。例２の場合は、食べ物、家具、文房具など、具体的な物が答えとなるでしょう。例3の場合は、色や形、要するに、物のタイプや種類などが答えとして考えられます。

また、「こと」は思考や言語行動の対象を表します。

例：こんなことを考えています。

　　論文のことを話しました。

　あと、経験、可能性や決定･結果を表す表現などにも使えます。

例：日本語で手紙を書くことができます。

　　東京へ行ったことがあります。

　　明日、授業を休むことにしました/なりました。

　「もの」の場合は、具体的な物を示す名詞でしたら、ほとんどの名詞が「もの」で表せます。

例：こんなものを買いました。

　　おいしいものが食べたいです。

その名詞がイベントや出来事でしたら、上記にも述べましたが、「もの」ではなく、「こと」が使用されます。それでは、比較してみましょう。

例：○黒いものが見えました。

　　×黒いことが見えました。

　　○おもしろいことを話してください。

　　×おもしろいものを話してください。

では、次の文について考えてみましょう。

1. よくそんなばかなことをしたものだ。

2. 月日が経つのは早いものだ。

3. 好きな仕事をしていると病気にならないものだ。

上記の例文は “A Dictionary of Basic Japanese Grammar”より引用したものですが、この参考書には、これについて次のような解説が英語で載っていました。

上記の例文では、「ものだ」を使用して謝り、感情、懐かしさ、希望、などを表します。ただし、この感情は突然起きた出来事によって表れたものではなく、ずっと前から私たちの頭の中にあって、懐かしく思い出しているような感じのものです（英語文を部分的に訳させていただきました）。

それでは、「の」の使用について考えてみましょう。初級の教科書によく出てくる用法としては、次の複文があります。

ケーキを作るのが好きです。

あと、名詞の代わりに入る「の」もあります。

あの大きいかばんを取ってください。→あの大きいのを取ってください。

よく、初級後半の学習者に聞かれることは、次の「の」と「こと」の使い分けについてです。

ケーキを作るのが好きです。

ケーキを作ることが好きです。

上の例文はどちらも使えると思いますが、「こと」、「の」のどちらか片方しか使えない場合もあります。

「こと」しか使えない文（～は～ことです）

　私の仕事は日本語を教えることです。

　好きなことは歌を歌うことです。

「の」しか使えない文

「の」+知覚動詞（見る、見える、聞く、聞こえるなど）

　小鳥が鳴いているのが聞こえる。

　あのビルの上にヘリコプターが着陸するのが見えた。

　動詞によって「こと」と「の」のどちらかだけを使う場合があると思いますが、これを指導するときは、まず、「の」しか使えないケース、「こと」しか使えないケースを提出し、その後、どちらでもいいケースを出していくことになると思います。また、初級段階の教科書を分析してみますと、特に「こと」や「の」に関しては、一つの表現文型として提出することが多いと思います。例えば、「の」の場合は、「（連体修飾）+のがすきです（嫌いです）。」、「こと」の場合は、「～ことができる」「～ことがある」などの形で提出されることが多いようです。

　これを書くために参考にした本をご紹介いたします。

市川保子（2005）『初級日本語文法と教え方のポイント』スリー
エーネットワーク

牧野 成一、筒井 道雄共著（1998）『日本語基本文法辞典』、The 
Japan Times
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最後になりましたが、8月下旬に行われる「日本語・日本文学・日本文化大学講師学会」のご案内を致します。詳細は下記のサイトをアクセスください。

http://www.xixenpullcj2008.cjb.net/
既にご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、ポルトガル語版ＮＨＫサイトをご紹介したいと思います。興味のある方は下記のサイトをアクセスください。http://www.nhk.or.jp/nhkworld/portuguese/top/index.html
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国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室
日本語文・ポルトガル語文　吉川・一甲真由美エジナ
皆さんのご意見、お便りをお待ちしています。
prof@fjsp.org.br　電話11-3288-4971
日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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